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こんなことを決めました！

第１回定例会

　第１回定例会では， 予算議案 1 ０件、 契約議案２件， 条例議案８件、 その他議案３件を審議し，

可決しました。 主な議案の要旨は次のとおりです。
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３月７日

賛成　〇　反対　×　欠席　△　議長は採決に加わりません　ー

令和５年 第１回瀬戸内町議会定例会　( ３月７日） 議案 ・ 議決結果
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請１ 嘉徳海岸浸食対策工事の早期完成に関する請願書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 採択

1
令和4年度瀬戸内町一般会計補正予算（第８号）につ
いて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

2
令和4年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計補正予算
（第４号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

3
令和4年度瀬戸内町国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

4
令和4年度瀬戸内町介護保険特別会計補正予算（第３
号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

5
令和4年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別会計補正
予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

6
令和4年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計補正予算
（第４号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

7
令和4年度古仁屋港上屋事業特別会計補正予算（第２
号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

8
令和4年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会計補正予
算（第２号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

9
令和4年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計補正予算
（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

10
令和4年度瀬戸内町水道事業会計補正予算（第２号）
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

23
加計呂麻港（俵地区）改修工事（Ｒ３繰越）請負契
約について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 可決

24
令和3年度　林道災害復旧事業宇検中央2号線請負変
更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 可決

25 職員の給与に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

26
職員の勤務時間，休暇等に関する条例等の一部改正
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

27 瀬戸内町個人情報保護法施行条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

28
瀬戸内町情報公開・個人情報保護審査会条例等の一
部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

29 瀬戸内町デジタル変革条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決
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11 令和５年度瀬戸内町一般会計予算について △ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

12
令和５年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計予算につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

13
令和５年度瀬戸内町国民健康保険特別会計予算につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

14 令和５年度瀬戸内町介護保険特別会計予算について △ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

15
令和５年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別会計予
算について

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

16
令和５年度瀬戸内町屠畜場事業特別会計予算につい
て

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

17
令和５年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計予算につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

18 令和５年度古仁屋港上屋事業特別会計予算について △ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

19
令和５年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会計予算
について

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

20
令和５年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計予算につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

21 令和５年度瀬戸内町水道事業会計予算について △ 〇 〇 〇 〇 ー ー 〇 〇 〇 原案可決

35
令和4年度瀬戸内町一般会計補正予算（第９号）につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

36 瀬戸内町国民健康保険条例の一部改正について △ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

発１
瀬戸内町議会の個人情報の保護に関する条例の制定
について

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

発２
嘉徳海岸浸食対策工事の早期完成に関する意見書に
ついて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

議員名（議席番号順）
議
案
番
号

件名

議
決
結
果



定例会

せとうちちょう議会だより（3）

令和５年 第１回瀬戸内町議会定例会　( ３月２２日） 議案 ・ 議決結果
賛成　〇　反対　×　欠席　△　議長は採決に加わりません　ー
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29 瀬戸内町デジタル変革条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

30 瀬戸内町課設置条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

31 瀬戸内町国民健康保険条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

32
瀬戸内町立学校設置に関する条例の一部改正につい
て

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

33 瀬戸内町における辺地総合整備計画の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決

34 大島地区衛生組合規約の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 △ 原案可決
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11 令和５年度瀬戸内町一般会計予算について △ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

12
令和５年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計予算につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

13
令和５年度瀬戸内町国民健康保険特別会計予算につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

14 令和５年度瀬戸内町介護保険特別会計予算について △ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

15
令和５年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別会計予
算について

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

16
令和５年度瀬戸内町屠畜場事業特別会計予算につい
て

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

17
令和５年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計予算につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

18 令和５年度古仁屋港上屋事業特別会計予算について △ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

19
令和５年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会計予算
について

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

20
令和５年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計予算につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

21 令和５年度瀬戸内町水道事業会計予算について △ 〇 〇 〇 〇 ー ー 〇 〇 〇 原案可決

35
令和4年度瀬戸内町一般会計補正予算（第９号）につ
いて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

36 瀬戸内町国民健康保険条例の一部改正について △ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

発１
瀬戸内町議会の個人情報の保護に関する条例の制定
について

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

発２
嘉徳海岸浸食対策工事の早期完成に関する意見書に
ついて

△ 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決
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　　　　　令和５年度瀬戸内町各会計予算審査特別委員会報告
　当委員会に付託されました、令和５年度 瀬戸内町各会計予算議案１１件についての審査が終了

しましたので、その結果等を報告します。

　当委員会は、審査日程を３月１３日から３月１７日までと定め、議案第１１号一般会計予算歳

出については、1 款から２款、３款から４款、5 款から７款、８款から９款、１０款から１４款

までと区分して審査を行い、歳入については、全款一括して審査を行いました。

また、特別会計予算・水道事業会計予算については、歳入歳出合わせて審査を行いました。

審査過程での主な質疑等について説明します。

　一般会計予算歳出１款から２款では、「ドローン活用によるスマートタウン推進事業について」

の質疑に対し、「負担金 2,000 万円は、ドローンポートの整備、車両の改造費、人材育成の教育費、

LTE 回線の使用料です。また、運行会社の形態は第三セクターを検討しており、包括連携協定を

締結している JAL と推進していく予定であります。町としては、ドローンの活用を災害対応で考

えているので、町の関わりが重要と考えています。補助金の支出や人材育成、集落への説明など

地域と企業との間で調整役を担い、運行開始は令和５年の夏を目途に検討しています」との答弁

でした。

　次に「離島甲子園への負担金と開催等に関することについて」の質疑に対し、「奄美群島日本復

帰 70 周年冠事業として、奄美市を中心とした、奄美大島５市町村合同で開催予定です。開催地

負担金として３，７００万円程度かかる見込みですが、それを奄振と５市町村負担金で賄うことと

しています。計上した７５０万円のうち、５００万円が本町負担分となり、残りの２５０万円は、

本町が単独で１チーム参加予定としているので、参加負担分となっています。開催地は、奄美市

を含め、龍郷町、宇検村、瀬戸内町で開催することとなっており、清水グラウンドで開催予定です。

予定日につきましては、8 月 22 日と 23 日となっており、4 地域に分かれて準決勝まで行い、8

月 24 日に決勝戦を奄美市で行うことで調整しています。奄美市で実行委員会を組織し、そちら

に委託をして進捗を図っています。先日、公募プロポーザル方式にて、ツアー関連の委託事業者

を選定し、そちらで各市町村のホテルや弁当などの調整を行っています。本町内で交流会を開催

する予定などは今のところないが、決勝戦後に、奄美市の方で、参加全チームでの交流会を予定

しています」との答弁でした。

　３款から４款では、「塵芥処理についてリサイクル物や生ごみに対する対策について」の質疑に

対し、「リサイクルされている物は、アルミ缶・スチール缶・ペットボトル・古紙類・ビン類です。

また、現状瀬戸内町単独で、生ごみをリサイクルというのは難しい為大島地区を含めた話になる

かと思います。請島・与路島などは一日約 50 ㎏程処理機で処理しております」との答弁でした。

　次に「不妊治療事業費の補助内容について」の質疑に対し、「不妊治療にかかった治療費に対す

る助成金及びそれに係る交通費、宿泊費に対する助成金です。その内容は、かかった交通費、宿

泊費の２/ ３を助成しております。また、不妊治療の治療費にかかる上限額に関しては、令和 4

年度までは一人当たり 1 年間 10 万円の助成を行っていましたが、令和 5 年度からは 1 年間 20

万円の上限に引き上げております」との答弁でした。

　５款から７款では、「農業次世代人材投資事業、新規就農者育成総合対策事業、瀬戸内町ふるさ
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とＵターン就農支援事業の年齢制限及び町内在住５０歳以上への支援について」の質疑に対し、「農

業次世代人材投資事業、新規就農者育成総合対策事業は 49 歳以下、瀬戸内町ふるさとＵターン就農

支援事業は 50 歳以上 65 歳未満を対象としております。また、町内在住５０歳以上への財政的な支

援はないが、荒廃農地の解消事業や苗木の助成事業といった部分でサポートできればと考えており

ます」との答弁でした。

　次に、「観光施設の公衆トイレ整備における改修計画について」の質疑に対し、「高知山のトイレ

につきましては全額、令和５年度に繰り越しをしています。それに伴いスライドした形で 6 年度は

スリ浜、嘉徳を含めた形で計画をあげております。今後、財政とも予算等の協議をしながら進めて

いく計画にしております」との答弁でした。

　次に、「地域活性化企業人はどのような事業に参画し、その実績等について」の質疑に対し、「水

産関係の地域活性化企業人は２年前から活動しており、主にブルーカーボン、藻場の造成やマング

ローブの植栽などに携わっています。来年度で３年目になりますので、最終年度となっています。

実績については、ブルーカーボンの藻場造成において、まずは大島海峡内で調査をしており、主な

原因が食害ということです。現在、囲い網と仕切り網を実施し、追跡調査をしたところ生えている

ことを確認できました。マングローブに関しては、300 本の苗をある程度に成長させ、小名瀬に植

栽した実績があります」との答弁でした。

　８款から９款では、「防衛施設周辺環境整備事業、嘉徳支線の計画年度について」の質疑に対し、「開

始は令和３年度からで、４年度から本格的に工事に着手しており、完成は予算の状況にもよりますが、

令和 9 年度を目指しています」との答弁でした。

　次に、「伐採業務ですが、昨年より 840 万円ほど増額になっておりますが、その要因について」

の質疑に対し、「労務単価の増額と河川の伐採が増額になっています」との答弁でした。

　次に、「消防団員の定数・定年と女性消防団員の在籍数及び消防団員定数確保の取り組みについて」

の質疑に対し、「定員は 155 名ですので、定員には達していない状況です。定年は、古仁屋市街地

につきましては 65 歳まで、集落につきましては年齢制限は設けていません。また、女性消防団員は

13 名在籍しております。取り組みについては、町の広報紙・ホームページ・SNS による募集活動を行っ

ており、昨年度からはのぼり旗を各箇所に設置して、3 月 1 日時点で 117 名まで増員が出来ており

ますので、さらに続けていきたいと考えています」との答弁でした。

　１０款から１４款では、「本島側からスクールバス運行の要望は」の質疑に対し、「スクールバス

ではなく民間のバス運行時間の調整の要望はありました。スクールバスの運行はしていませんが、

小学校片道 2 キロ以上、中学校片道 3 キロ以上の通学距離の児童生徒に対し、遠距離通学費の補助

をしています」との答弁でした。

　次に、「油井の豊年踊り・諸鈍シバヤの伝承状況は」の質疑に対し、「二つの芸能保存会とも、ここ 2、

3 年は新型コロナのために年一回の披露を中止しておりましたが、その間、油井では後進への伝承

ガイドに資する冊子『伝承手帖』を制作しており、本年、無事に豊年祭が実施される際には一般の方々

にも披露されるだろうと思います。また、諸鈍シバヤにつきましては、20 代、30 代の踊り手がおり、

小中学校の児童生徒の関心もとても高い状況にありますので、継承は問題ないと考えます」との答

弁でした。
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　一般会計歳入全般では、「海岸漂着物等地域対策推進事業費補助金の内訳について」の質疑に対し、

「事業費 8 ００万円に対し９割の 720 万円の補助金を見込んでいます。事業内容は、漂着ごみ回収・

処理を行います」との答弁でした。

　次に、「資源ごみ売払い収入の内訳について」の質疑に対し、「現内訳は 4 種類あり、内容はアル

ミ缶が単価 70 円の１２トン、スチール缶が 15 円の 4 トン、ペットボトルが 0.2 円の 41 トン、古

紙類が 0.2 円の 122 トンです」との答弁でした。

　次に議案第１２号巡回診療施設特別会計については、「医師紹介の令和 3 年度・4 年度の実績及び

医師数の現状と課題並びに令和５年度の予定について」の質疑に対し、「令和 3 年度は実績なし、令

和 4 年度は 1 件あり、面接等も実施したが、相手方の都合により成約には至っておりません。医師

数については、現在は常勤２名、非常勤２名の４名体制であるが、へき地診療所は県からの派遣医

師であるため、週に 1 ～ 2 回の研修の義務付や巡回業務もあることから、医師数が少ないとシフト

も組めないため、休みも取れない状況であります。県には常勤で３～４名の確保をお願いしている

ところであり、令和５年度については、常勤が３名、非常勤が１名の予定です」との答弁でした。

　次に議案第１３号国民健康保険特別会計については、「特定健診の年齢別受診率、目標について」

の質疑に対し、「令和 3 年度は 43.8％で令和 4 年度も同程度と推測されます。目標については、徐々

に５０％に近づけるように考えています」との答弁でした。

　議案第１７号船舶交通事業特別会計については、「現在、何名の船員が不足しているかについて」

の質疑に対し、「せとなみは 1 名、フェリーかけろまは 2 名の人員が不足しています」との答弁でした。

　議案第２１号水道事業特別会計については、「今後、1 世帯あたりの水道料金の値上げも視野に入

れる中で、その際に町民の負担軽減策について、令和５年度にどういったことを重点的にやってい

くご意向があるのかについて」の質疑に対し、「人口の減により給水料金の収入はどうしても減収と

なってしまいます。水道事業は、独立採算の原則がありますが、今後は老朽化していく施設や耐震

化を進めなければいけない施設等を計画的に更新していく上で、アセットマネジメント、資産管理

に取り組んでいます。また、経営戦略において十年を目途に現在どれだけの資産があり、どれだけ

の余裕があって、どれだけの投資ができるか、そういったところを加味しながら施設の投資を行っ

ていきたいと考えています。ただし、この経営戦略が完成したのは令和２年度で、令和５年度につ

きましては、旧簡水を取り込んではいるのですが、まだ影響していないということで現状のままで

いけると思っております。今後、それらの経営戦略の見直しを行う際には、当然、給水料金の見直し、

収入ベースをしっかり計算してその上で経営を行っていき、未来永劫つづく水道事業を思い描いて

おります。令和２年度に本島側の簡易水道事業が上水道事業に統合され、料金も統一されましたが、

旧簡易水道利用者の料金緩和措置により３年間で年次的に軽減額を設定している関係で、使用者の

軽減率が下がる分に対して、収益が増加となります」との答弁でした。

　以上で、各会計予算議案１１件に対する質疑を終了し、採決の結果、賛成多数をもって、原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

　なお、本委員会の審査意見として、次の意見を集約決定しました。
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　　　　　　　　　　　令和５年度予算審査意見（ １０項目）

１． 　町内の担い手不足問題に対して、 あらゆる策を講じられたい。

２． 　DX を鋭意推進され、 新たな行政機構等の確立を図り、 更なる住民サービス

     の向上に努められたい。

３． 　スマートタウン推進事業の再エネ活用西古見創生事業に関しては、 持続可能

     な事業となるよう、 鋭意努力されたい。

４． 　男女共同参画社会の推進については、 格段の配慮をされたい。

５． 　放課後児童クラブ ・ 放課後子ども教室等、 子育て支援においては、 関係課が

     密に連携を取り、 万全な受入体制を構築されたい。

６． 　多様化 ・ 複合化する生活上の困り事や地域課題に対し、 懇切丁寧な相談支援

     を心がけ、 関係機関との連携を図られたい。

７． 　リサイクルについては、 特段の取組と調査研究を推進されたい。

８． 　持続可能で稼げる農業の実現に向け、 鋭意努力されたい。

９． 　「 せとうち海の駅」 の活性化については、 町民と観光客が多く集う、 賑わいの

   ある施設になるよう、 努められたい。

１０． 　学校教育では、 コミュニティ ・ スクールの確立を図り、 魅力ある学校づくりに

       あらゆる策を講じられたい。

上記を当議会の意見として、 当局に申し入れることが適当であると決定した次第で

あります。 議長がそのように取り計らって下さるようお願い申し上げます。

※「DX とは、デジタル技術を使って、大きく変化すること。」
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一般
質問

私
は
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

７人の議員が一般質問

定例会第２日目、3日目に一般質問が行われ、

７人の議員が町政について質問しました。

通告順（発言順）に掲載します。

９ｐ

永井　しずの　議員

●観光協会問題について

●へき地診療所の方向性について他

10 ｐ

安　和弘　議員

●我が町の生活保護世帯について

●高齢者に優しい政治について他

11 ｐ

柳谷　昌臣　議員

●安心安全なまちづくりについて

●教育行政について

12 ｐ

泰山　祐一　議員

●職場環境整備について

●大島海峡利活用について他

13 ｐ
中村　義隆　議員

●嘉徳海岸護岸整備について

14 ｐ

福田　鶴代　議員

●子育てについて

●障害福祉について他

15 ｐ

元井　直志　議員

●男女共同参画について

●次期奄振について他

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
町
の
行
政

全
般
（
一
般
事
務
）
に
関
し
、

執
行
者
所
見
や
疑
義
に
つ
い
て

質
問
で
き
る
も
の
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
も
受
け
る
執

行
機
関
も
十
分
な
時
間
が
必
要

な
こ
と
か
ら
通
告
制
と
し
、
事

前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
に
対
す
る
答
弁

書
が
作
成
さ
れ
一
般
質
問
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
へ
配
布

さ
れ
ま
す
。

　

質
問
時
間
は
、
1
人
に
つ
き

質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で

完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

再
質
問
か
ら
は
、
一
問
一
答

方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
時

間
内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
再
質

問
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
質
問
に
対
す

る
関
連
質
問
は
、
許
可
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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観
光
協
会
問
題
に
つ

い
て

永
井　
以
前
、
観
光
協
会

の
事
務
局
長
は
、
役
場
職

員
を
配
置
し
、
会
計
年
度

任
用
職
員
2
名
を
採
用
す

る
と
の
事
で
し
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

町
長　

令
和
5
年
4
月
か

ら
観
光
協
会
の
事
務
局
長

は
、
役
場
職
員
を
配
置
し

体
制
を
強
化
し
た
上
で
海

の
駅
の
案
内
窓
口
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
を
2
名

配
置
し
、
町
が
直
営
で
案

内
業
務
を
行
う
予
定
と
し

て
い
ま
す
。
補
助
金
に
つ

い
て
は
そ
れ
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
事
務
費
を
予
定

し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

事
務
局
長
と
協
議
を
行
い
、

補
正
等
で
対
応
を
考
え
て
い

ま
す
。
事
務
局
長
は
観
光
協

会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
観

光
業
を
熟
知
し
た
職
員
を
配

置
す
る
予
定
で
す
。　
　
　

へ
き
地
診
療
所
の
方
向

性
に
つ
い
て

永
井　

以
前
の
議
会
に
お
い

て
、
へ
き
地
診
療
所
の
入
院

病
床
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
が
、
現
在
の
現
状
又
は
方

向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

へ
き
地
診
療
所
の
入

院
病
床
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
再
開
の
目
途
は
立
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、現
在「
診

療
所
運
営
委
員
会
」
を
開

催
中
で
、
そ
の
答
申
を
踏

ま
え
な
が
ら
決
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

永
井　

へ
き
地
診
療
所
の

過
去
5
年
間
の
入
院
患
者

数
を
教
え
て
下
さ
い
。

保
健
福
祉
課
長　

平
成
29

年
の
1
日
平
均
入
院
患
者

数
は
8.7
人
、
平
成
30
年
9.7

人
、
令
和
元
年
10
人
、
令

和
２
年
8.4
人
で
す
。
入
院

病
床
を
再
開
す
る
に
は
19

床
の
う
ち
８
割
が
必
要

で
あ
り
、
10
年
間
、
年

５
千
万
円
ず
つ
の
赤
字
補

て
ん
を
し
て
い
た
が
、
未

だ
継
続
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
3
月
末
に
３

回
目
の
「
診
療
所
運
営
委

員
会
」
を
開
き
答
申
を
受

け
決
定
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

観
光
協
会

永井議員 ー 観光協会問題について

町長 ー 町直営の案内窓口業務を行う

永井　しずの　議員

久
慈
小
中
学
校
の
跡
地

の
利
用
に
つ
い
て

永
井　
久
慈
小
中
学
校
の
跡

地
を
宿
泊
も
兼
ね
た
施
設
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
言

う
事
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

旧
久
慈
小
中
学
校
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
本
議
会

で
も
上
程
さ
せ
て
頂
い
た
と

お
り
、
現
在
設
立
準
備
中
の

地
域
法
人
に
貸
付
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
設

計
を
し
、
令
和
6
年
度
に
工

事
に
着
工
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
な
お
工
事
に
つ
い
て

は
、
奄
振
予
算
を
申
請
し
て

い
ま
す
。
国
の
農
産
漁
村
振

興
交
付
金
を
活
用
す
る
予
定

で
す
。

永
井　

買
い
物
弱
者
を
救
う

為
の
移
動
販
売
車
の
予
算
が

計
上
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、

令
和
5
年
度
に
実
施
予
定
い

う
事
で
良
か
っ
た
で
す
か
。

企
画
課
長　

は
い
、
令
和
5

年
度
に
移
動
販
売
車
を
購
入

し
、
実
施
予
定
で
す
。

与
路
小
中
学
校
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て

永
井　
現
在
㈱
ノ
エ
ビ
ア
の
職

員
が
寮
の
管
理
人
と
し
て
里

親
留
学
制
度
を
運
営
し
て
い

る
が
、
来
年
度
で
本
土
へ
帰

る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
今
後

の
学
校
存
続
の
方
向
性
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長　

㈱
ノ
エ
ビ
ア
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様
に
よ
り
与

路
小
中
学
校
の
「
海
の
子
留

学
里
親
制
度
」
は
平
成
27
年

度
よ
り
8
年
間
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
地

元
の
児
童
生
徒
が
卒
業
す
る

こ
と
か
ら
、
令
和
5
年
度
を

も
っ
て
休
止
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
町
と
し
ま
し
て

は
、
与
路
地
区
住
民
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
学
校
の
存

続
や
そ
の
た
め
の
海
の
子
留

学
里
親
制
度
の
継
続
に
対
す

る
住
民
の
熱
い
想
い
と
協
力

の
意
思
を
確
認
で
き
た
こ

と
、
又
町
に
対
し
て
陳
情
書

も
提
出
さ
れ
た
事
を
受
け
て

瀬
戸
内
町
と
し
て
海
の
子
留

学
里
親
制
度
を
引
き
続
き

実
施
す
る
こ
と
を
政
策
決
定

し
ま
し
た
。
現
在
、
町
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
で
里
親
の
公
募
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
6
月
ま

で
に
里
親
を
決
定
し
、
そ
の

後
留
学
生
の
募
集
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
与
路
地
区

住
民
と
連
携
し
な
が
ら
学
校

存
続
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

町
長　

学
校
の
存
続
は
与
路

島
全
体
の
存
続
に
も
関
わ
っ

て
く
る
と
思
う
の
で
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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我
が
町
の
生
活
保
護

世
帯
に
つ
い
て

安　

①
生
活
保
護
世
帯

は
、
何
世
帯
、
何
人
で

人
口
に
占
め
る
割
合
は
何

パ
ー
セ
ン
ト
。

②
生
活
保
護
世
帯
の
葬
儀

に
あ
た
っ
て
、
葬
儀
費
用

の
補
助
は
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

町
長　

令
和
５
年
１
月
現

在
で
３
９
３
世
帯
４
８
７

人
で
人
口
に
占
め
る
割
合

は
5.8
％
。
葬
儀
費
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
か
ら
の

補
助
は
な
く
、
生
活
保
護

費
で
葬
祭
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

安　

昨
年
の
暮
れ
、
葬
儀

の
場
所
で
見
た
こ
と
、
聞

い
た
こ
と
、
新
聞
の
死
亡

欄
の
広
告
は
ダ
メ
、
生
花

も
ダ
メ
、
遺
影
の
引
き
延

ば
し
も
ダ
メ
、
お
坊
さ
ん

呼
ば
な
い
等
、
従
っ
て
位

牌
も
戒
名
も
な
し
、
火
葬

場
で
お
別
れ
。
要
は
、
福

祉
の
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
質
素
に
と
い

う
こ
と
ら
し
い
。

余
り
に
も
悲
し
い
し
、
寂

し
い
・
・
・
何
と
か
な
ら

な
い
も
の
か
と
・
・
・
・

と
の
思
い
。

　

人
間
の
尊
厳
に
も
か
か

わ
る
こ
と
。

高
齢
者
に
優
し
い
政
治

に
つ
い
て

安　

①
我
が
町
の
７０
歳
以

上
の
人
口
は
２
４
８
９
人

で
比
率
は
、
２
９
．
６
％
。

現
在
の
科
学
の
進
歩
は

目
ま
ぐ
る
し
く
、
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
方
、
そ
れ
に

つ
い
て
い
け
な
い
老
人
が
い

る
の
も
又
事
実
。
エ
ビ
デ

ン
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
々
。
即
座
に
は
年
寄
り

に
は
理
解
で
き
な
い
、
こ

と
ば
の
氾
濫
で
最
後
に

は
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。」
と
く
る
。

そ
れ
が
で
き
な
い
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
頭
脳

明
晰
な
老
人
も
お
ら
れ
ま

す
が
、
そ
う
で
な
い
方
へ

の
対
応
は
？

町
長　

近
年
国
内
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
で
多
用
さ
れ
る
カ

タ
カ
ナ
言
葉
を
町
の
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

使
用
す
る
場
合
に
は
、
日

本
語
訳
を
付
記
、
あ
る
い

は
、
注
釈
を
記
載
す
る
よ

う
に
努
め
、
文
章
を
理
解

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。

「
瀬
戸
内
町
物
産
展
」

の
内
容
に
つ
い
て

安　

二
月
に
関
西
に
於
い

て
「
瀬
戸
内
町
物
産
展
」

が
開
催
さ
れ
た
と
聞
き

ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
①
主
催
者
は
ど
こ

で
、
費
用
総
額
、
帯
同
人

員
、
主
な
る
物
品
は
何
で

あ
っ
た
か
。
②
開
催
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
関
西
瀬

戸
内
会
、
古
仁
屋
会
の
協

力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

主
催
者
は
瀬
戸
内

町
で
共
催
を
関
西
瀬
戸
内

会
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
費
用
総
額
は
お
お
よ

そ
２
３
０
万
円
、
帯
同
人

員
３２
名
、
主
な
物
品
は
タ

ン
カ
ン
、
紬
製
品
、
黒
糖

製
品
、
キ
ビ
酢
、
黒
糖
焼

酎
、
海
産
物
、
じ
ょ
う
ひ

餅
、
き
び
絞
り
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
。
特
産
品
販
売
に
つ

い
て
は
、
関
西
瀬
戸
内
会

の
婦
人
部
や
青
年
部
な
ど

が
、
各
ブ
ー
ス
に
入
っ
て

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
関
西
瀬
戸
内
会
の

方
々
の
協
力
な
く
し
て
、

独
自
で
開
催
す
る
こ
と

は
、
難
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
の
開
催

に
お
い
て
も
引
き
続
き
協

力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安　

紬
の
こ
と
に
関
し
て

は
、
過
去
に
関
わ
っ
て
い

た
方
が
、
紬
組
合
の
意
向

が
あ
っ
て
メ
ン
バ
ー
か
ら

外
れ
た
こ
と
は
す
こ
ぶ
る

残
念
で
あ
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
現
地
の
方
と
準
備

を
進
め
て
い
た
と
聞
き
ま

す
。
今
後
は
「
チ
ー
ム
せ

と
う
ち
」
の
精
神
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

望
み
ま
す

町
政
全
般

安議員 ー 高齢者に優しい政治について

町長 ー 文 章 を 理 解 す る よ う 努 め て い ま す 　

安　和弘　議員
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柳谷　昌臣　議員

る
専
門
的
な
知
識
と
災
害

対
応
な
ど
の
豊
富
な
経
験

に
よ
り
、
今
後
起
こ
り
う

る
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に

対
す
る
備
え
や
、
地
域
住

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に

対
す
る
取
り
組
み
な
ど
、

防
災
体
制
の
更
な
る
充
実

を
図
る
た
め
配
置
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

柳
谷　

海
上
自
衛
隊
の
輸

送
・
補
給
基
盤
（
港
湾
施

設
等
）
の
調
査
の
今
時
点

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い

ま
す
。

町
長
　
自
衛
隊
の
輸
送
・

補
給
基
盤（
港
湾
施
設
等
）

の
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
防
衛
省
か
ら
は
令
和

５
年
度
は
適
地
調
査
及
び

配
置
検
討
を
行
う
た
め
の

経
費
と
し
て
、
約
６
億
円

を
計
上
し
て
い
る
と
説
明

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
今

後
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、令
和
５
年
４
月
以
降
、

順
次
、
防
衛
省
に
よ
る
適

地
調
査
等
の
入
札
告
示
、

契
約
等
が
実
施
さ
れ
る
計

画
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

柳
谷　

中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て
本
町

の
取
り
組
み
と
今
後
の
予

定
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
中
学
校
部
活
動

に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
総
合
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、

中
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
教
育
課
程
と
の
関
連
が

図
ら
れ
る
よ
う
留
意
し
つ

つ
、
学
校
や
地
域
の
実
態

に
応
じ
、
地
域
の
方
々
の

協
力
や
社
会
教
育
関
係
団

体
等
の
各
種
団
体
と
の
連

ん
で
い
ま
す
。
課
題
と
し

ま
し
て
は
、
留
学
に
際
し

て
の
住
ま
い
の
確
保
の
ほ

か
、
留
学
後
に
お
い
て
も

継
続
し
て
学
校
の
教
育
方

針
や
地
域
活
動
に
対
し
て

の
理
解
を
深
め
関
わ
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

携
に
よ
る
運
営
上
の
工
夫

を
行
い
、
持
続
可
能
な
運

営
体
制
を
整
え
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に

お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
部
活
動
指
導
員
の
配
置

に
向
け
て
規
則
制
定
等
の

環
境
整
備
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
令
和
５
年
度
は

関
係
団
体
と
の
協
議
を
踏

ま
え
、
可
能
な
部
活
動
か

ら
休
日
の
地
域
移
行
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

柳
谷　

加
計
呂
麻
留
学
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

教
育
長
　
に
ほ
ん
の
里
・

加
計
呂
麻
留
学
制
度
は
、

自
然
豊
か
な
島
で
地
域
の

人
々
と
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
人
間
性
を
育
成
し
、

学
校
及
び
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
24
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
、
毎
年
30
名
程
度

の
子
ど
も
た
ち
が
各
学

校
（
古
仁
屋
及
び
阿
木
名

小
中
学
校
を
除
く
）
で
学

安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

柳
谷　

以
前
に
も
質
問
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
防
災

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
配
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
防
災
専
門
監
と

し
て
令
和
５
年
度
か
ら
会

計
年
度
任
用
職
員
１
名
の

採
用
を
予
定
し
て
お
り
、

先
日
、
採
用
予
定
者
へ
内

定
通
知
書
を
送
付
い
た
し

ま
し
た
。
地
域
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
内
閣
府
や
防
衛
省

が
定
め
る
資
格
を
有
し
、

防
災
・
危
機
管
理
に
お
け

教
育
行
政

柳谷議員 ー 加計呂麻留学の現状と課題

教育長 ー 住まいの確保と学校の教育方針や地域活動への理解

地域の指導員が指導している部活動 加計呂麻留学生が通学している小学校
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職
場
環
境
整
備
に
つ
い

て泰
山 　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

事
業
、
こ
ち
ら
精
神
的

に
職
場
な
ど
の
お
悩
み

を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
が
令
和
3
年
度
１
３
７

件
。
10
月
か
ら
3
月
ま
で

の
半
期
だ
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
は
1
月
17
日

時
点
ま
で
の
合
計
数
字
と

し
て
何
件
利
用
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長  

４
０
９
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

泰
山　　

こ
れ
か
ら
若
い

職
員
の
方
々
が
成
長
し
て

い
く
に
あ
た
っ
て
、
管
理

職
を
目
指
し
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、
し
っ
か
り
と
能
力

の
あ
る
方
々
が
評
価
し
て

い
た
だ
け
る
器
を
作
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
人

事
評
価
の
中
で
、
職
場
の

中
で
ど
う
い
う
働
き
方
を

し
て
い
る
の
か
を
上
司
の

方
が
見
て
、
そ
れ
に
対
し

て
評
価
す
る
の
み
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
何
か
「
昇

格
試
験
」
な
ど
が
実
際
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長　

今
言
わ
れ
た

昇
格
試
験
と
い
う
も
の
は

実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

人
事
評
価
に
関
し
ま
し
て

は
、部
下
と
面
談
を
し
て
、

そ
の
結
果
を
そ
の
部
下
の

方
に
も
評
価
者
が
被
評
価

者
へ
の
面
談
を
し
て
通
知

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

泰
山　
現
在
は
、「
昇
格
試

験
は
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
例

え
ば
、
階
級
が
上
に
上
が
っ

て
い
く
に
あ
た
っ
て
な
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
上
司
が

見
え
る
部
分
、
そ
し
て
職

員
の
方
々
が
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
ス
キ
ル
が
あ
る
部

分
と
い
う
も
の
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。

そ
の
方
々
が
こ
の
階
級
に

行
く
に
あ
た
っ
て
は
、
ど

う
い
っ
た
ス
キ
ル
も
し
く

は
資
格
を
取
っ
て
ほ
し
い

の
か
を
ぜ
ひ
お
示
し
い
た

だ
い
て
、
そ
の
上
で
し
っ

か
り
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ッ

プ
、
し
っ
か
り
と
ゴ
ー
ル

を
そ
の
方
に
描
い
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
毎
年
定
期

的
に
話
を
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
以
前
は
こ
う

い
う
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を

考
え
て
い
た
け
れ
ど
も
最

近
は
ど
う
い
う
風
に
思
っ

て
い
る
の
か
？
変
わ
ら
な

い
の
か
？
」
な
ど
、
ぜ
ひ

真
摯
に
人
事
の
方
に
仕
組

み
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
れ
で
管
理
職
の
方
に
そ

の
部
分
を
周
知
し
て
い
た

だ
い
て
、
そ
の
上
で
現
場

職
員
の
方
と
一
緒
に
二
人

三
脚
で
町
民
の
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
今
す

ぐ
に
で
き
る
部
分
で
は
な

い
と
承
知
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
点
ご
検
討
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
対
策
に
つ
い
て

泰
山　

２
０
３
０
年
に

9
千
人
に
し
て
い
く
と
、

先
日
の
再
エ
ネ
の
事
業
報

告
の
会
で
あ
り
ま
し
た
。

２
０
５
０
年
に
1
万
人
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鎌
田
町
長
、
ま
た
改
め
て

お
伺
い
し
ま
す
が
、
こ
の

一
万
人
で
す
が
い
つ
ま
で

に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う

お
気
持
ち
な
の
か
決
意
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す

か
？

企
画
課
長　

先
ほ
ど
再
エ

ネ
の
話
が
出
ま
し
た
の
で

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
昨

日
再
エ
ネ
計
画
の
話
で

9
千
人
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
環
境
省
の
補
助
事
業
に

採
択
さ
れ
る
た
め
に
作
っ

た
資
料
な
ん
で
す
ね
。
再

エ
ネ
を
導
入
す
る
こ
と
で

地
域
課
題
を
解
決
し
て
人

口
も
増
や
し
て
い
き
ま
す

と
、
そ
う
い
う
強
気
の
設

定
を
し
た
再
エ
ネ
の
補
助

事
業
申
請
の
た
め
の
計
画

で
す
か
ら
。
我
々
が
目
指

し
て
い
る
の
は
何
度
も

言
っ
て
い
る
よ
う
に“

ま

ち
ひ
と
し
ご
と”

の
目
標

人
口
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。大

島
海
峡
利
活
用
に
つ

い
て

泰
山　
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
設

置
に
関
す
る
調
査
・
研
究

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

に
関
す
る
調
査
研
究
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
各
関
係
者
と
の
意

見
交
換
、
又
施
設
の
実
態

及
び
効
果
に
つ
い
て
把
握

す
る
た
め
に
マ
リ
ー
ナ
施

設
の
視
察
等
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

マ
リ
ー
ナ

泰山議員 ー 大 島 海 峡 利 活 用 に つ い て

町長　ー　関係機関と協議等を重ねながら調査研究に取り組む

関
係
者
と
の
意
見
交
換
に
置

い
て
、
本
町
は
自
然
景
観
に

恵
ま
れ
、
か
つ
大
島
海
峡
内

の
静
穏
な
水
域
を
保
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
安
全
快
適
に
停

泊
で
き
、
更
に
は
鹿
児
島
県

本
土
と
沖
縄
県
の
中
間
地
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
寄
港

地
の
拠
点
と
し
て
適
し
て
い

る
旨
の
評
価
等
を
頂
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

マ
リ
ー
ナ
施
設
の
視
察
に

お
い
て
は
、
初
期
投
資
の
費

用
、水
域
利
用
者
と
の
調
整
、

さ
ら
に
は
施
設
の
管
理
運
営

の
体
制
等
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
前
回
の
一

般
質
問
に
お
い
て
も
答
弁
し

た
通
り
で
す
が
、
ヨ
ッ
ト
を

軸
と
し
て
本
町
の
振
興
策
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本

町
へ
の
来
島
受
け
入
れ
に
有

効
で
あ
り
、
観
光
産
業
や
地

域
経
済
等
へ
の
波
及
効
果
が

高
く
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
施
設
計
画
の
可
能
性

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議

等
を
重
ね
な
が
ら
調
査
研
究

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

泰山　祐一　議員



一般質問

せとうちちょう議会だより（13）

嘉
徳
海
岸
護
岸
整
備

に
つ
い
て

中
村　

長
年
か
か
っ
た
法

廷
闘
争
も
判
決
が
下
り
ま

し
た
が
、
今
後
の
計
画
を

伺
い
ま
す
。

町
長　

嘉
徳
海
岸
護
岸
整

備
の
今
後
の
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
5
年
2

月
17
日
に
護
岸
工
事
公
金

支
出
差
止
等
請
求
訴
訟
の

判
決
が
あ
り
、
原
告
の
請

求
が
い
ず
れ
も
棄
却
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
と
し
て
も
妥
当
な
判

決
が
出
た
と
受
け
止
め
て

お
り
、
一
刻
も
早
く
嘉
徳

集
落
住
民
・
出
身
者
の
願

い
、
早
期
着
工
・
早
期
完

成
に
向
け
県
と
連
携
を
図

り
、
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
同

日
に
、
嘉
徳
集
落
住
民
・

出
身
者
一
同
か
ら
の
要

望
書
（
署
名
簿
全
体
７
，

２
７
０
人（
う
ち
町
内
１
，

６
３
３
人
）
の
進
達
及
び

要
望
書
を
改
め
て
鹿
児
島

県
知
事
に
提
出
い
た
し
ま

し
た
。

　

鹿
児
島
県
と
し
て
は
、

判
決
を
受
け
、「
県
の
主

張
が
認
め
ら
れ
た
と
考
え

て
い
る
。
住
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
早
期

に
整
備
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て

い
ま
す
。

嘉
徳
海
岸

中村議員 ー 嘉 徳 海 岸 護 岸 整 備 に つ い て

町長 ー 早期着工・早期完成に向けて県と連携を図る

中村　義隆　議員

墓地のそばまで崩落が進み、一時しのぎで土嚢が置かれた様子
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子
育
て
に
つ
い
て

福
田　

令
和
５
年
度
よ
り

附
属
幼
稚
園
と
ひ
か
り
幼

稚
園
の
二
園
が
町
で
運
営

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

幼
児
教
育
目
標
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

教
育
長　

幼
児
教
育
目
標

に
つ
い
て
は
、
附
属
幼
稚

園
が
「
自
ら
精
い
っ
ぱ
い

遊
び
、
元
気
で
た
く
ま
し

く
、
豊
か
な
感
性
と
思
い

や
り
に
満
ち
た
子
供
を
育

て
る
」、
ひ
か
り
幼
稚
園

が
「
本
当
の
も
の
を
求
め

る
心
を
育
て
正
し
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
人
間
の

基
礎
づ
く
り
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
幼
稚
園

教
育
要
領
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
家
庭
と
の
緊
密
な

連
携
の
も
と
、
幼
児
に
ふ

さ
わ
し
い
心
身
の
健
康
、

豊
か
な
情
操
や
社
会
性
を

培
い
、
活
力
に
満
ち
た
人

材
育
成
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

障
害
福
祉
に
つ
い
て

福
田　　

児
童
発
達
支
援

事
業
者
の
公
募
が
令
和
５

年
２
月
15
日
ま
で
の
締
め

切
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
申
し
込
み
し
た
事
業

者
数
は
何
社
あ
り
、
い
つ

頃
内
定
さ
れ
る
の
か
、
進

捗
と
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

児
童
発
達
事
業
者

の
公
募
に
対
し
、
申
し
込

み
事
業
者
数
は
３
社
で
あ

り
ま
す
。
今
月
３
月
ま
で

に
事
業
者
の
選
考
を
行
う

予
定
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

選
考
事
業
者
へ
の
補
助
金

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
健

福
祉
課
の
専
門
職
や
保
護

者
等
と
連
携
し
、
療
育
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
開
園
す

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
旧

船
津
保
育
所
を
想
定
し
て

い
ま
す
が
、
公
募
者
に

よ
っ
て
は
、
独
自
の
施
設

で
の
開
業
も
提
案
し
て
お

り
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て

福
田　　

令
和
５
年
度
計

画
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
本
編
策
定
の
事

業
内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

町
長　

令
和
４
年
度
に
策

定
し
た
骨
子
案
を
基
に
骨

子
案
策
定
で
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
現
状
認
識
及
び
各

種
課
題
の
整
理
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
に
向
け

た
詳
細
の
検
討
、
検
討
委

員
会
及
び
各
種
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
運
営
等
を

行
い
ま
す
。

福
田　　
令
和
４
年
度
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
事

業
の
委
託
先
が
実
施
し
た

職
員
研
修
に
つ
い
て
の
成

果
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

職
員
研
修
に
つ
い

て
は
、
千
葉
大
学
が
開
発

し
た
未
来
カ
ル
テ
を
使
っ

て
、
２
０
５
０
年
の
瀬
戸

内
町
の
状
況
を
説
明
し
、

今
後
の
瀬
戸
内
町
で
ど
の

よ
う
な
政
策
を
実
施
し
て

い
く
べ
き
か
を
検
討
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
を
通
し

て
こ
の
策
定
業
務
の
中
で

コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
呼
ば
れ

る
各
課
の
若
手
職
員
が
担

当
業
務
の
枠
を
超
え
政
策

を
考
え
る
こ
と
で
、
町
全

体
政
策
を
意
識
し
な
が

ら
、そ
の
実
現
の
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
果
た

す
役
割
を
意
識
す
る
契
機

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
こ

の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
職
員
全
体
が
こ
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
を

共
有
し
、
諸
計
画
を
適
切

に
運
用
し
て
い
く
事
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

離
島
対
策
に
つ
い
て

福
田　　
天
長
丸
の
引
継
ぎ

に
つ
い
て
の
進
捗
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

町
長　

民
間
フ
ェ
リ
ー

「
天
長
丸
」
に
つ
き
ま
し

て
は
船
長
の
高
齢
化
に
よ

る
体
力
的
な
問
題
や
貨
物

フ
ェ
リ
ー
の
定
期
検
査
費

用
な
ど
の
資
金
繰
り
等
の

問
題
か
ら
運
航
継
続
は
困

難
で
あ
り
、
令
和
６
年
４

月
を
も
っ
て
海
運
業
か
ら

撤
退
す
る
旨
の
通
知
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
本
町
と
し
ま
し
て
も

民
間
の
工
事
車
両
や
重
機

の
搬
送
、
そ
し
て
町
営

フ
ェ
リ
ー
の
機
関
故
障
及

び
検
査
ド
ッ
ク
時
の
車
両

航
送
の
代
船
と
し
て
の
大

事
な
海
上
輸
送
手
段
が
な

く
な
る
こ
と
の
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

貨
物
フ
ェ
リ
ー
運
航
実
績

の
あ
る
地
元
の
民
間
団
体

等
も
含
め
て
、
継
続
的
に

話
し
合
い
を
実
施
し
、
解

決
策
を
協
議
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
地
元
の
事

業
者
か
ら
海
上
輸
送
業
務

を
検
討
し
て
い
る
旨
の
意

思
表
示
を
い
た
だ
き
、
現

在
業
務
実
施
に
向
け
て

「
天
長
丸
」
所
有
者
と
の

話
し
合
い
や
詳
細
な
ど
内

部
調
査
を
実
施
し
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

Ｇ
Ｄ
策
定

福田議員 ー グランドデザイン本編策定について

町長 ー 検討委員会及びワーキンググループの運営を行う

福田　鶴代　議員

天長丸
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元井　直志　議員

男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て

元
井　

瀬
戸
内
町
の
取
組

み
に
つ
い
て

町
長
　
本
町
で
の
男
女
共

同
参
画
へ
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
は
、
①
町
広
報
誌

に
隔
月
で
の
周
知
・
広
報
、

②
我
が
事
・
丸
ご
と
支
え

愛
事
業
に
お
け
る
「
住
ま

い
部
会
」
で
の
住
宅
確
保

要
配
慮
者
（
Ｄ
Ｖ
な
ど
）

へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
協

議
、
③
地
域
推
進
員
の
配

置
、
④
女
性
活
躍
社
会
の

実
現
へ
向
け
た
取
組
と
し

て
、
瀬
戸
内
町
職
員
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関

す
る
規
定
の
制
定
、
女
性

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
の
研
修
会
開
催
、
環

境
省
、
奄
美
群
島
広
域
事

務
組
合
へ
の
女
性
職
員
の

出
向
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

元
井　

町
長
の
考
え
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

と
は

町
長
　
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
に
基
づ

き
、
平
成
31
年
に
５
ヵ
年

計
画
で
、「
瀬
戸
内
町
第

2
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の

基
本
理
念
に
沿
っ
た
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
継
続
し
て
い

く
事
が
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

元
井　
こ
れ
か
ら
の
方
策

町
長　

こ
れ
か
ら
の
方
策

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
、
男
性
の
家
庭
や

地
域
へ
の
更
な
る
参
画
の

推
進
や
、
女
性
が
職
場
や

地
域
で
活
躍
で
き
る
環
境

の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
男
女
間
に
お
け
る
暴

力
の
根
絶
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

次
期
奄
振
に
つ
い
て

元
井　

こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て

町
長
　
奄
振
法
延
長
に
向

け
て
の
作
業
は
，
令
和
３

年
度
か
ら
始
ま
り
、
令
和

４
年
度
末
ま
で
に
奄
美
群

島
市
町
村
に
よ
る
新
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
，
新
ビ
ジ
ョ

ン
基
本
計
画
・
実
施
計
画

策
定
を
し
，
そ
れ
に
並
行

し
て
鹿
児
島
県
が
奄
美
群

島
振
興
開
発
総
合
調
査
報

告
書
の
作
成
作
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

元
井　

瀬
戸
内
町
の
取
組

み町
長　

本
町
と
し
て
の
取

組
み
と
し
て
は
，
奄
美
群

島
市
町
村
の
企
画
課
担
当

課
長
で
構
成
さ
れ
る
作
業

部
会
で
の
検
討
，
ま
た
島

ご
と
に
分
か
れ
，
民
間
の

方
々
の
意
見
を
計
画
に
反

映
さ
せ
る
分
科
会
，
奄

美
大
島
分
科
会
に
参
加

し
，
令
和
４
年
度
中
に
新

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
て

の
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

元
井　

奄
振
の
こ
れ
か
ら

の
ゆ
く
え

町
長　

今
後
は
令
和
５
年

度
に
審
議
会
・
国
に
お
い

て
延
長
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
お

り
、
国
会
で
延
長
法
案
が

可
決
さ
れ
れ
ば
、
令
和
６

年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま

で
奄
美
群
島
に
お
い
て
奄

振
事
業
の
実
施
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ゆ
く
え
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
国
土
交
通
省
、
鹿
児

島
県
、
奄
美
群
島
市
町
村

に
お
い
て
評
価
、
検
証
を

重
ね
、
必
要
性
に
つ
い
て

の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
く

も
の
と
思
い
ま
す
。

人
口
問
題
に
つ
い
て

元
井　
現
況
に
つ
い
て

町
長
　
令
和
５
年
１
月
末

現
在
の
本
町
の
人
口
は

８
，
４
１
３
人
で
あ
り
ま

す
。
推
移
に
つ
い
て
、

内
閣
官
房
が
平
成
31
年

３
月
に
公
表
し
た
将
来

推
計
人
口
に
よ
れ
ば
，

瀬
戸
内
町
の
人
口
は
１０

年
後
の
２
０
３
０
年

に
７
，
０
０
８
人
，
２０

年
後
の
２
０
４
０
年
に

５
，
８
０
０
人
，
３０
年

後
の
２
０
５
０
年
に
４
，

６
０
９
人
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

元
井　
対
策
に
つ
い
て

町
長　

本
町
の
対
策
と
し

て
は
、「
第
２
期
瀬
戸
内

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に

町
の
取
り
組
み

元井議員 ー 男女共同参画について

町長 ー 女 性が職場や地域で活躍できる環境整備

お
い
て
，
年
間
10
組
の

移
住
者
の
実
現
等
を
含

め
た
独
自
推
計
に
よ
れ

ば
，
２
０
３
０
年
に
７
，

９
３
６
人
，
２
０
４
０

年
に
６
，
９
２
９
人
，

２
０
５
０
年
に
５
，

９
１
９
人
の
想
定
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
，
居
住
、

就
業
、
子
育
て
支
援
等
の

対
策
に
よ
り
、
で
き
る
限

り
こ
の
数
字
に
近
づ
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

元
井　
適
正
人
口
は

町
長　

本
町
が
こ
の
適
正

人
口
に
近
づ
く
た
め
に

は
、
年
齢
構
造
の
不
均
衡

を
考
え
つ
つ
、
町
民
の
声

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

雇
用
環
境
を
整
備
し
、
若

い
世
代
の
流
入
を
促
進

し
、
労
働
力
不
足
の
解
消

に
努
め
る
と
と
も
に
、
す

べ
て
の
世
代
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
、
自
分
ら
し
く

生
活
で
き
る
よ
う
、
町
民

と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。



せとうちちょう議会だより（16）

編
集
後
記

  

今
や
世
の
中
は
高
齢
化
社
会

と
云
わ
れ
て
久
し
い
。

　

ほ
ぼ
二
人
に
一
人
は
高
齢
者

で
地
方
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
高

齢
者
の
割
合
は
高
い
。

　

避
け
て
通
れ
な
い
時
代
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
よ
く
云
わ
れ
る
の
が

「
き
ょ
う
よ
う
」
と
「
き
ょ
う

い
く
」
で
あ
る
。

  

単
に
「
教
養
」
と
「
教
育
」

で
は
な
い
。「
今
日
用
と
今
日

行
く
」
で
あ
る
。

　

高
齢
者
は
「
今
日
用
事
が
あ

る
よ
」
と
い
う
こ
と
が
「
今
日

行
く
所
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

が
最
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。

　

勿
論
「
教
養
と
教
育
」
は
大

事
に
は
違
い
な
い
が
高
齢
者
に

は
既
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
今

更
必
要
な
い
。

　

何
も
せ
ず
に
テ
レ
ビ
ば
か
り

見
て
い
て
は
早
晩
ボ
ケ
る
ば
か

り
で
あ
ろ
う
。

　

是
非
と
も
今
日
用
事
を
作
っ

て
、
今
日
行
く
所
を
作
り
な
さ

議
会
報
編
集
委
員
会

委

員

長　

元
井　

直
志

副
委
員
長　

泰
山　

祐
一

委

員　

福
田　

鶴
代

委

員　

柳
谷　

昌
臣

委

員　

池
田　

啓
一

委

員　

向
野　

忍

委

員　

長　
　

順
一

い
と
い
う
も
の
だ
。

　

人
生
は
誰
に
で
も
平
等
に
あ

る
。
そ
の
人
生
を
如
何
に
有
意

義
に
過
ご
す
か
は
す
べ
て
自
分

自
身
の
問
題
で
あ
っ
て
他
人
に

頼
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

限
ら
れ
た
人
生
を
大
い
に
楽

し
ん
で
生
き
る
と
い
う
事
が

我
々
に
と
っ
て
と
て
も
大
事
な

事
で
あ
る
。

　

前
向
き
に
プ
ラ
ス
志
向
で

も
っ
と
も
っ
と
超
ウ
ル
ト
ラ
プ

ラ
ス
志
向
で
生
き
た
い
も
の

だ
。

　

　請願第１号嘉徳海岸浸食対策工事の早期完成に関する請願書は賛成多数で採択され、以下のと
おり鹿児島県へ瀬戸内町議会の意見を提出しました。

              「嘉徳海岸侵食対策工事の早期完成に関する意見書」

  嘉徳集落は、平成 26 年 10 月の台風 18 号、19 号の高波により、防災機能を有していた砂丘
が侵食され、いまだ回復していないことから今後の台風等による高波等が作用する状況では、護
岸がなければ背後の人家、畑、墓地が被害に遭う恐れがあります。
  鹿児島県においても事業計画に伴う海岸地形並びに天然記念物等への影響予測及び評価を審議
しており、その審議結果に基づいた嘉徳海岸侵食対策工事が開始されたところだと思います。
しかしながら、当該工事については、現在、諸般の事情により工事が中断している状況でありま
すが、令和５年２月１７日に鹿児島地裁が県の侵食対策事業は「妥当」と判断したことを受け、
この事業の早期完成が先祖代々、嘉徳に居住している方々のストレスからの解放と笑顔が増える
ものと思っています。
  私ども瀬戸内町議会としまして、多くの嘉徳集落住民からの請願書を受け、工事の早い再開と
早期完成を下記のとおり求めます。
                                                                記
１．多くの嘉徳集落の方々の切実な願いに対して、町当局とも緊密な連携を図り、安全で安心し
た暮らしを一日も早く実現するために、嘉徳海岸侵食対策工事の一刻も早い再開と早期完成する
こと。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。　　令和５年３月 22 日
　鹿児島県知事　塩田　康一　殿 　　　　　　　　　　　　 　　　　鹿児島県瀬戸内町議会

  請願はこうなりました！

安　

和
弘
議
員

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

27
年
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
町
村
議
会
議
員
と
し
て
地

域
の
振
興
発
展
及
び
住
民
福

祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
伝
達
式
は
令
和
5
年

5
月
11
日
木
曜
日
に
知
名
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
64
回

奄
美
群
島
市
町
村
議
会
議
員

大
会
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す　

　

瀬
戸
内
町
議
会
議
員
一
同


